
令和5年2月14日

松 江 市

令和5年2月議会補正予算

【概要版】
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Ⅱ 地域の事業者を支援
(指定管理者等) 3億4,884万円

Ⅲ 感染症対策、物価高騰等のため
の各種事業 8,809万円

【令和４年度一般会計２月補正予算（第１１号）の内容】
国の補正予算に呼応した予算、新型コロナウイルス感染症対策、
電力・ガス・食料品等価格高騰対策に要する予算など 19億6,073万円

Ⅱ～Ⅳ 新型コロナウイルス感染症対策、電力・ガス・食料品等価格高騰対策
2億 596万円

Ⅳ 決算見込に基づく事業費の減額
▲2億3,097万円

Ⅰ 国の補正予算に呼応したもの 8億2,543万円

〇子どもの安全を守るための支援 5,604万円

〇老朽化している小学校の長寿命化 2億3,196万円

〇幼稚園、小・中学校、学校給食センターの各種設備の整備 4億3,450万円

○その他の事業 1億 293万円

・職員人件費の増額、燃料高騰等に伴う小・中学校の電気料金の増額
・決算見込に基づく事業費の減額
・エネルギー価格、物価高騰に備え、財政調整基金、廃棄物処理施設整備基金の積立て など

Ⅴ その他 9億2,934万円
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財 源 19億6,073万円

国庫支出金 4億8,111万円

県 支 出 金 8,060万円

市 債 7億 790万円

地方交付税 5億7,583万円

そ の 他 1億1,529万円

【令和４年度一般会計２月補正予算（第１１号）の内容】
国の補正予算に呼応した予算、新型コロナウイルス感染症対策、
電力・ガス・食料品等価格高騰対策に要する予算など 19億6,073万円

30億8,346万円

うち追加配分見込額 (4億7,197万円)

24億9,800万円

3億6,451万円

2億2,095万円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の状況（令和5年2月現在）

令和4年度配分額 ①

既充当額 ②

今回補正予算計上額③

差引(残額) ①-(②+③）
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送迎用バスへの安全装置の導入
事業費：2,412万円

登園管理システムの導入
事業費：1,624万円

子どもの見守りタグ（GPS）の導入
事業費：1,568万円

子どもの安全を守るための支援

～子どもの安心安全対策費補助金
ほか3事業～

（健康福祉部障がい者福祉課、子育て部子育て政策課、教育委員会学校管理課）

子どもの安全を守るため万全の対策を講じ、保護者の不安を解消する。

事業費：5,604万円、財源：国4,287万円、県329万円

〇安全装置の導入
置き去り事故を防止するため、園児等の送迎用
バスに安全装置の設置が義務化（令和5年4月）

〇対象施設
・義務化対象施設

幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所、
放課後等デイサービス事業所

・義務化対象外施設
小学校、中学校

・対象車 計144台

新

〇対象施設
認可外保育施設、児童発達支援
事業所

・対象施設 計29施設

Ⅰ 国の補正予算に呼応したもの

※義務化された施設のうち、保育所、小規模保育事業所、
認可外保育施設は送迎用バスを有していない

（私立幼稚園・私立幼稚園型認定こども園については県が直接補助）
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〇対象施設
保育所、認定こども園、
小規模保育事業所、
認可外保育施設、児童発達支援事業所

・対象施設 計98施設

登園管理システム受付画面→



老朽化している小学校の長寿命化

～揖屋小学校整備事業費～

（教育委員会教育総務課）

国の補正予算に合わせて、揖屋小学校の長寿命化工事を前倒し、体育館の改修等を行う。

事業費：2億3,196万円、財源：下記参照

Ⅰ 国の補正予算に呼応したもの

○ 事業内容（前倒し分）
体育館の長寿命化工事、法面対策調査・設計、
プール解体撤去工事など

【スケジュール】
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○ 建築年
昭和46年（管理棟・教室棟）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

調査設計

体育館長寿命化工事

校舎棟増築工事

校舎棟長寿命化工事

法面対策工事

調査設計 6,355万円

体育館長寿命化工事 2億　240万円

校舎棟増築工事 1億9,184万円

仮設校舎経費等 2億1,148万円

校舎棟長寿命化工事 9億9,979万円

法面対策工事 8,203万円

合　　　計 17億5,109万円

【事業費内訳】

○ 財源
国：3,666万円、市債：1億9,020万円



幼稚園、小・中学校、学校給食センターの各種設備の整備

～幼稚園空調設備整備事業費、空調改修事業費、特別教室空調設備整備事業費
学校給食施設整備費、トイレ改修事業費～

（子育て部子育て政策課、教育委員会学校管理課、学校給食課）

老朽化した幼稚園、小・中学校、学校給食センターの空調設備を新設・更新する。感染
症対策の一環として、小・中学校のトイレの改修（洋式化・非接触化）を行う。

〇空調設備整備対象施設

事業費：4億3,450万円、財源：国1/3ほか

Ⅰ 国の補正予算に呼応したもの

〇トイレ改修対象施設
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【幼稚園】
城北幼稚園、母衣幼稚園、
津田幼稚園、古志原幼稚園、
川津幼稚園

【小学校】
津田小学校、母衣小学校、
朝酌小学校、川津小学校

【中学校】
本庄中学校、湖北中学校、
玉湯学園（後期課程）

【学校給食センター】
西学校給食センター、
東出雲学校給食センター

【小学校】
大庭小学校、持田小学校、
朝酌小学校、雑賀小学校

【中学校】
第四中学校、本庄中学校、
八雲中学校



児童クラブ施設整備費補助金 事業費：2,833万円

その他の事業

～放課後児童健全育成事業費、土地改良事業費他2事業～

（教育委員会生涯学習課、産業経済部農林基盤整備課、健康福祉部障がい者福祉課）

事業費：1億293万円、財源：下記参照

Ⅰ 国の補正予算に呼応したもの

八雲地区の公設児童クラブ1室について、令和5年度末で閉所することに伴い、同地区内で児童クラ
ブ施設を整備する事業者に対して補助金を交付する。

○ 補助対象者 社会福祉法人ひよし福祉会
○ 負担割合 国：30/48、県：13/48、市：3/48、事業者：2/48
○ 財源 国：1,848万円、県：800万円、市債：180万円

国・県土地改良事業負担金
事業費：6,755万

円
ほ場、ため池の整備を行う。

○ 事業箇所
・ほ場整備：新庄、西谷上、大野
・ため池整備：井頭2号（玉湯）、

寺領（竹矢）
○ 財源 市債：6,670万円、負担金：85万円

ロボット等導入支援事業費
ICT導入モデル事業費 事業費：705万円
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児童クラブ

障がい福祉分野における、労働環境の改善、生
産性の向上等を目的に、アシストスーツやタブ
レット等の導入支援を行う。

○ 負担割合
国：1/2、市：1/4、事業者：1/4

○ 財源 国：465万円



新型コロナウイルス感染症及び燃料費高騰の影響を受けた指定管理者などを支援

～松江市観光施設管理運営費、テルサ管理費 等～

（観光部観光施設課ほか4課）

事業費：3億4,884万円、財源：下記参照

Ⅱ 地域の事業者を支援

〈新型コロナウイルス感染症対策〉 〈電力・ガス・食料品等価格高騰対策〉

【事業費】3億4,884万円

【財 源】コロナ交付金 3億2,242万円
うち感染症対応分：2億5,084万円、エネルギー価格高騰対応分：7,158万円

【主な事業】
＜指定管理料補填＞
ゆうあい熊野館管理運営費 3,250万円
テルサ管理費 3,198万円
玉造温泉ゆーゆ管理運営費 2,924万円
鹿島多久の湯管理運営費 2,217万円
ほか 9事業

＜経営支援補助＞
観光振興公社補助金 9,851万円
玉造温泉ゆうゆ補助金 4,000万円
きまち湯治村補助金 4,000万円

新型コロナウイルス感染症及び燃料費高騰の影響を受けた施設等について、指定管理料
の補填などを行う。
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感染症対策や電力・ガス・食料品等
価格高騰対策に係る経費

～学校保健管理費 ほか11事業～

（産業経済部農政課ほか7課）

事業費：8,809万円、財源：下記参照

Ⅲ 感染症対策、物価高騰等のための各種事業

〈新型コロナウイルス感染症対策〉 〈電力・ガス・食料品等価格高騰対策〉

新型コロナウイルス感染症や電力・ガス・食料品等価格高騰への対策として、下記を実
施する。

感染症対策及び電力・ガス・食料品等価格高騰対策

【主な事業】
・学校の衛生用品や換気用備品等の購入費にかかる支援
（事業費：3,038万円）

・新型コロナウイルス感染症が発生した障がい者支援施設等への支援
（事業費：1,320万円）

・バス事業者に対して燃料費の一部を支援
（事業費：1,136万円）

・漁業者が省エネ・省コスト機器等を購入する際の支援事業費を増額
（事業費：1,000万円）

【財源】 国：5,807万円（うちコロナ交付金：3,408万円）
県： 361万円
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持続可能な開発目標（SDGs）の詳細
目標１(貧困)
あらゆる場所
あらゆる形態
の貧困を終わ
らせる

目標２(飢餓)
飢餓を終わらせ、
食料安全保障及び
栄養の改善を実現
し、持続可能な農
業を促進する

目標３(保健)
あらゆる年齢の
すべての人々の
健康的な生活を
確保し、福祉を
促進する

目標４(教育)
すべての人に包
摂的かつ公正な
質の高い教育を
確保し、生涯学
習の機会を促進
する目標５(ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ)

ジェンダー平等を達
成し、すべての女性
及び女児のエンパ
ワーメントを行う

目標６(水・衛生)
すべての人々の水
と衛生の利用可能
性と持続可能な管
理を確保する

目標７(ｴﾈﾙｷﾞｰ)
すべての人々の、安価かつ信
頼できる持続可能な近代的な
エネルギーへのアクセスを確
保する

目標８(経済成長と雇用)
包摂的かつ持続可能な経済成
長及びすべての人々の完全か
つ生産的な雇用と働きがいの
ある人間らしい雇用を促進す
る

目標９(ｲﾝﾌﾗ、産業化、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ)
強靱なインフラ構築、包摂的かつ
持続可能な産業化の促進及びイノ
ベーションの推進を図る

目標１０(不平等)
国内及び各国家間
の不平等を是正す
る

目標１２(持続可
能な消費と生産)
持続可能な消費
生産形態を確保
する

目標１３(気候変
動)
気候変動及びそ
の影響を軽減す
るための緊急対
策を講じる

目標１４(海洋資源)
持続可能な開発の
ために、海洋・海
洋資源を保全し、
持続可能な形で利
用する

目標１５(陸上資源)
陸域生態系の保護、回復、持続
可能な利用の推進、持続可能な
森林の経営、砂漠化への対処並
びに土地の劣化の阻止・回復及
び生物多様性の損失を阻止する

目標１６(平和)
持続可能な開発のための平和で包
摂的な社会を促進し、すべての
人々に司法へのアクセスを提供し、
あらゆるレベルにおいて効果的で
説明責任のある包摂的な制度を構
築する

目標１７(実施手段)
持続可能な開発のた
めの実施手段を強化
し、グローバル・
パートナーシップを
活性化する

目標１１(持続可能
な都市)
包摂的な安全かつ
強靱で持続可能な
都市及び人間居住
を実現する
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